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1 . ぼL= めノご

昨年 に実施 した全国の 大学および研究所 の 技術部 で

の ネットワ
ー クの 状況調査で は ､ ネットワ

ー

クの 利用 に 際

し技術部間で差はあるもの の ､ 全休として は ハ ー ド･ ソフト

両面での 整備が進 められており､ 技術什報の 交流はW W

w ホ
ー ム ペ ー ジ

､
メ ー

リン グリスト､ 掲示板､ 研修 ･ 鉄管会

の実施など､ ネットワ
ー

クの メリットを生か したサ ー ビス が

独自の 工 夫の 元 に行われ てい ることが分か っ た｡ しかし､

今後 に 多くの 改善余地を抱 えており､ その 解決に は ､ ①技

術部全体として の 意誠と技術 の レ ベ ル ア ップ ②ネットワ

ー ク環境の 整備とス タッフ の 充実 ③耕習会
.

研修の 実施

④他技術部との 連携 ⑤技術官メ ー リン グリストの 活用な

ど､ すで に実施されて いるものも含 めて有効に 活用してい

くことが必要とされてい ることが明らか になっ た｡

当技術部で は ､ 平成8 年9 月 に W W W ホ ー ム ペ ー ジを

大学の ニ ュ
ー

ス サ ー J ( - に 間借りし開設
.

運用してきたが

セキ ュ リテ ィ
ー 上 の 制約 でC G I

､ S S I などを利用 したサ ー

ビス が実施で きない 状況 に ある｡ 今後 ､ 早 い 時期に 技術

部 で書用 サ ー / ( 一

機を整備し､ 双 方向性を有するサ ー ビ

ス( 掲示板 ､
ス ケジュ

ー

ラ ､ 他) を実施すると同時 に ､ 電子

メ ー

ル ､
メ ー リン グリスト､

フ ァイル サ ー バ ー などの サ ー ビ

ス を実施し､ スタッ フ の 充実 ､ ネットワ
ー

ク運用 ノウ ハ ウの

蓄積を計ることが必要とされて い る｡
これらの 情報環境が

整備されることで技術部内外 の 情報交換がより活発 に 行

うことが可 能となる｡ 本報で は ､ 技術部 サ
- バ ー

機の 整備

にJ[ 連なO S の選択とイン スト ー ル ､ 機器 の 選択と実施す

るネットワ ー クサ ー ビス ､ ツ ー

ル 等に つ い て報告する｡

2 . 彦 脚 サ ー

/ †｣ # / _

-

つ い T ( O S . 腰穿の 抑

O S の選択とイン スト
ー

ル

技術部 の ネットワ ー ク環境整備に 必蔓とされる事項 に

つ い て ､ 初心者が安価なパ ソ コ ン 上 で インタ ー ネットサ ー

バ ー を運用することを前捷 に ､ 候補となる複数の O S に つ

い て 以 下 の 点を独断 により評価 し表1 に 示 す｡ まず ､ 『機

能 ､ 信頼
･ 安定性』は どれも実用上 問題がない と思われる.

『日本語 に よる情報 t とその 入手容易度』と『中人
･

運用

の 容易度と継続性 ､ サ ポ ー ト』で は 書籍 や ネッ トワ
ー ク上

での ニ ュ
ー

ス ､ ホ ー ム ペ ー ジなどで 扱われて いる情報王 と

構築したソ フト資源の 継続性を評価した｡ 『機器 へ の 性能

要求度』は 前捷条件としてプラッ トホ ー ム を安価なパ ソ コ

ンとしてい る都合 上
､ 出来るだけ軽快 に動作することが必

要であり､ 比 較 は 容易で ない が各種資料を参考 に評価し

た . 『ア プリケ
ー ション またはバ イナリJ i ッ ケ ー ジの 数』は

初心者 にも運用が容易で あるか を､ 『対応機種と配布元

の 選択』はN E C 製 p c 9 8 対応と配布 元 の 選択容易性を

考慮し､ 『サ
ー

′ ト o s の シェ アとユ ー ザ
ー

数』と共に機器

の 帝人
･

更新時 に有利な点を評価 した. 『バ グフ ィックス 面

とセキ ュ リティ
ー

』は ､ 間億が報告された場合の 対応 の 体

制と速さを評価し､ 『価格』は技術1掛 = 予井措置がない の

で重要な要素で ある｡ なお､ オ
ー プン ソ

ー

ス は ､ ソ フトの ソ

ー

ス コ ー ドを公 開し､ 流通と改造の 自由を保陣した無償 の

ソフトを意味する｡ 以 上 の 観点か ら技術部 イン タ ー ネット

サ ー バ ー に 最適なO S を総合的に 判断すると､ F r e e B S D

が最適 で あると思われる｡ イン ス ト ー ル は ､ ①あらか じめ

他の 機器で作成したブ ー トフ ロ ッピ ー で 立ち上 げた 後 にF

T P で行う ②雑誌 の 付録c D で行う 方法があるo

表l 技術部インタ
ー ネットサ ー

′( - に最適なO S の選択

評価点 ＼ ○S F r e e B S D Li n u x N ○t B S D

S ol a rj s

2 .6 5 / 9 8

S e r v e r

5 C L

M i c r o s of t

N T

S e r v e r4 .0

5 C L

N o v e "

N e t W a r e

4 .1 J

5 C L

機能 ､ 信頼 . 安定性 ○ ○ ○ ○ ○ ○

日本語 による仲報 1 と

その 入手容易度
◎ ◎ 0 ○ ◎ ○

導入 . 運用の 容易度と

継続性 ､ サ ポ ー ト
◎ ◎ ○ ◎ ◎ △

機器 ヘ の性能要求度 ◎ ◎ ◎ ○ A ◎

アプリケ
- ション または

′くイナリバ ツ ケ
- ジの 数

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○

対応機種と配布元 の 選択 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

サ
ー バ -

○ s の シェ アと

ユ ー ザ ー 数
○ ◎ △ ○ ◎ ○

バ グフィックス 面と

セキ ュ リティ
ー

◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

価格例( ′( ツケ
- ジ含む) タダ オ ー プンソ

ー

ス 1 4 . 9 万 円 5 . 8 万 円 1 6 . 3 万

◎: ○に 較 べ 優れた面 が ある ○: 実用 上
､ 問題 がな い △ ‥○に 放 べ や や 劣る面 が ある

機器の選択
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C P U ‥( n t e l P e n tj u m 1 6 6 以 上
､
M o th e rb o a rd ‥チッ プセットが F X 以 降､

M e m o r y : 6 4 M b y t e
､
H D : 1 G B

､
F D

､
C D

- R O M ､

K e y b o a rd ､ モ ニタ
ー

: 1 ヰin c h V G A ､ ディスクコ ン トロ
ー

ラ= EI D E
､
A d a p t e c 2 8 4 x /2 9 4 0 シリ

ー ズ
､ イ ー サネットカ ー ド:

A m e d
-

T eJ e si s R E 2 0 0 0
､ D E C D C 2 1 0 4 0 / D C 2 1 1 4 0

､ ケ ー

ス = 電源容量 2 50 W 程度 のミドルタワ ー

､ 通 気性の 良 い 物

表2 技術部インタ ー

ネットサ
ー バ ー に最適な機器 の選択

評価点 ＼ 種別 自作機 ショッ プブランド機 メ
ー カ ー

機 メ ー カ ー 中古機

信頼
.

安定性 ○ ○ ○ △

構成の 最適化 ◎ ◎ △ △

価格､
コ スト′くフォ

ー マ ン ス ◎ ◎ △ ◎

故障時のサ ポ ー ト ○ ○ ○ △

故障時 の費用 ○ ○ △ △

適合ドライバ の有無 ◎ ◎ ○ ○

動作､
トラブル の 情報 ◎ ◎ △ △

◎= ○ に較 べ 優れた 面が ある ○‥実用上 ､ 問題 がない △ ‥○に 較 べ や や 劣る面 が ある

3 . 彦 御 サ ー

/ 1
.

｣
# で行ラサ ー ど

'

. 7 とツ ｢ ル

技術部専用サ
ー バ ー

機で 行うサ ー ビス の概略を図1 に示す｡

サ ー バ ー

アクセス解析

w w w st a t

掲示 板

スケゾユ
ー

ラ
ー

インタ ー ネット側

H T " L 文 書
し , NS B, N ,

くプ
n a m e d

くも
1

♂
メ - I " -

I; -

e4
′ ＼

s e n d m ail
^

q P O P P e r

∠空声-享= = = 二 >
メー

リングリスト

rn句jo r d o m o

送 ･ 受偉

メー ルサ ー

ハ

●

-

外 部 t et n et

クライアント

ツ ー ル ･ アブ
ウ

リト シ] ン v i
,

m u = e
.
c a n n a

,
fd

X fr e e 8 6 X w i n d o w
,
N e t s c a p e n a vig a t o r

図1 技術部専用サ
ー バ ー 機で 行うサ ー ビス の概略
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W W W ホ ー ム ペ ー ジとw e b 上 の サ ー ビス A p a c h e : C G ト S S I
､ 掲 示 板､

ス ケジ ュ
ー

ラ
ー

電 子 メ ー

ルとメ ー lノン グリストサ ー ビス

その 他の サ ー ビス

各種ツ ー

ル

W W W '+ ｢ ム ペ ー ジと w e b 1 の サ ー ビス

s e n d m a il
､ q p o p p e r

､
m a j o r d o m o

D N S B[ N D
､

w w w 岳t a t
､

s a m b a
､
t e J n e t d

､
w u

-

ft p d

P e rJ
､
V i ､

M u l e
､ c a n n a ､ fd ､ X f r e e 8 6 ､ N e t s c a p e n a v ig a t o r

W e b サ ー バ ー

: A p a c h e

多数存在するV V e b サ ー バ ー を安定性､ 実績 ､ 機能 ､

性能 ､ 価格､ セキ ュリティ
ー

面 ､ 情報量 ､ などで 評価し
､

最も優れて い ると思われるA p a c h e を使用する｡
A p a c

h e は ボラン ティア グ ル
ー プによっ てN C S A W e b サ ー

バ ー に パ ッ チを当てて 開発され ており､
フリ

ー の プロ グ

ラム としてネット上 に 公 開されてい る｡ また ､ 日本語の ホ
ー ム ペ ー ジとF A Q

､
M L

､
ニ ュ

ー

ス グ ル
ー プが有り情報

生も豊富で あるo
N C S A W e b サ

ー バ ー

の 開発 が終 了

した現在 ､ 大規模 サ イトの シェ アをN e t s c a p e とA p a c h

掲示 板

掲示 板は ユ ー ザ ー がw e b 上 で自由に 暮き込み が出

来るサ ー ビスで ､ C G I とP e rl で動作するフリ
ー

の もの が

ス ケジ ュ
ー

ラ

ス ケジ ュ
ー ラはW e b 上でグル ー プの ス ケジ ュ

ー ル 管

理をするサ ー ビスで ､ 掲示 板と同様に C G【とp e rl により

富子メ ｢ ルとメ ー /J > グ/J ス′サ ー ビス

s e n d m a i L q p o p p e r

メ
ー

ル サ ー バ - は F r e e B S D に標準 イン ス ト ー

ル され

て い るs e n d m a jは p a c k a g e で 用意され てい る q p o p p e

r で 運 用 する .
s e n d m a ‖ は

､
S M T P( S ir n p le M ail

T r a n s p o rt P r o t o c o l)を用い て ①メ ー

ル を受惜して ユ
ー

ザ ー 宛 であればメ ー ル ス プ ー ル に 格納し､ それ 以 外 は

宛先 に応じた ホス ト ヘ 転送する ②メ ー

ル 送信で エ ラ
ー

M aj o r d o m o

技術部内の メ ー リン グリストをM aj o r d o m o で運用す

る｡
メ ー

リングリス トは
､ ある特定の メ ー

ル アドレス に 複

数の ユ ー ザ ー

を登録し
.
この メ ー

ル アドレス に ユ ー ザが

送借すると全JL に 配借されるサ
ー ビス で グル

ー プ内の

ディス カッ ション などに利用されて いる｡ この サ ー ビス は
s e n d m a il の a = a s 機能でも実現 できるが

､
ユ

ー

ザ
ー

数の

増加や 複数 の メ ー リン グリス トをサ ー ビス するに は 安全

性と管理上 の 手間 から望ましくない
｡
メ ー リン グリストサ

ー バ ー M aj o rd o m o は ､ p e rJ で動作するパ ッ ケ
ー ジ で以

その潜の サ ー ビス

D N S( D o m ai n N a m e S y st e m ) B[ N D( B e r k el e y l n t e m e t N a m e

技 術部 で『t e c h . e n g . m ie r J . a C J p』ドメイン を取得するo

D N S は階層構造をもつ 名前空間を複数の サ
ー バ

ー で 分散して 管理するデ ー

タ
- ベ ー ス シ ス テ ム で ､

ネ ー ム サ ー バ ー と呼ばれホス ト ドメイン 名とI P アドレス

の 変換を行う｡
F r e e B S D に は D N S の実装で 最も実績 が

ある BIN D の n a m e d が 標準で用意され て おり､ 運用 は

技術部 インタ
ー ネットサ ー バ ー で立ち上 げる方法と既存

の ネ
ー ム サ ー バ ー に 登録してもらう方法がある｡

当 技

w w w s t a t

w w w s t a t は W e b サ ー バ ー の アクセス 情報を収集 ･ 統

計するパ ッ ケ ー ジで p e rl で動作する｡ その 機能 は ､ ① 一

定期間ごとに H T M L ファイル で月 ･ 日 ･ 時間別 ､ 転送先

別､ 転送ファ イル 別の 統計が可 能 ②複数 の ロ グフ ァ イ

ルをまとめ て処理 できる ③圧縮され た ロ グフ ァ イル を

処理できる などで ､ フリ ー ウェ アで提供されて い る｡ ア

S a m b a

s a m b a は ､
T C P /I P 上 で W i n d o w s の N e t BI O S に実装

される S M B プロトコJ L( S e r v e r M e s s a g e B一o c k)に 対応す

ることで F r e e B S D が稼働するサ
ー バ ー

機 でファ イ ル
､
プ

リン トサ ー バ ー 機能をサ ー ビス する′( ッ ケ
ー ジ で

､
フリ

ー 3 3 -

e が二 分しており､ 最後発ながらも充分の 運用実績があ

る｡ 機能面では 動作とリソ
ー

ス ヘ の 設定 .
アクセ ス 制御

の 豊富さ､
S S I( S e r v e r S id e l n c J u d e s) とC G I( C o m m o n

G t e w a y ( n t e rf a c e) へ の 対応 ､ 機能をモ ジュ
ー

ル で 追加 ･

削除し構成可 能､
P R O X Y サ ー ′(

､ 認証 ､
バ ー

チャ ル ホ
スト､

W e b 上 からの 状態監視 ､
ハ ンドラ機能 ､

エ ラ ー メッ

セ ー ジ の カ ス タ マ イ ズなど多くの 特 徴を有す る ｡

F r e e B S D では ､ p a c k a g e でJ くイナリの A p a c h e が用 意さ

れて いる｡

多く公 開され ており､ 機能とセキ ュ リテ ィ
ー に 問題 が な

い ものを選択使用する｡

動作する｡
これもフリ ー のもの が多く公 開され ており､ 機

能とセ キ ュリテ ィ
ー に問題がないものを選択使用する｡

発 生 時は再送や エ ラ
ー

メ
ー

ル の 処理をする などを行う

q p o p p e r は ､
P O P 3( P o s t O ffi c e P r o t o c ol 3)を用 い てメ

ー

ル ス プ ー

ル に 格納されたメ ー

ルを ユ ー ザ ー か らの 要

求 に従 い 読み 出す処理を行う｡ なお､ 両者ともフリ
ー ウ

ェ アで提供されて い る｡

下 の 特徴を有し多く利用され て い る｡ それは ､ ①ユ
ー

ザ
ー

自身または管理者の メ
ー

ル に よる登録
･

削除が 可 能

②メン バ ー

以外の 投稿を制限 ③過去 の メ
ー

ル をア ー

カイブし
､

ユ ー ザ ー が入手可 能 ④s ubj e c t とナン バリン

グの メ
ー

ル ヘ ッ ダをカスタマ イズ 化 ⑤コ ン プイグレ
ー シ

ョン フ ァ イルとユ ー ザ ー によるソ
ー

ス の カスタマ イズが可

能 ⑥複数の メ
ー

リン グリストを運用可 能 ⑦エ ラ
ー

メ
ー

ル 処理 などの 特徴を有 しフリ
ー

ウェ ア で提供されて い

る｡

D o m a in ) n a m e d

術部の 場合 ､ 当面 は 下 位にドメイン を持たずサ ー バ ー

1 台で の 運用となるの で後者が適 して い る｡
しか し

､
こ

の 方式で はホスト増設とメ ー

ル アカウント発行 のたびに

D N S を運用するサ ー バ ー 管理者 に設定変更依頼が必

要となるの で ､ 技術部ドメイン で メ ー

ルを利用する場合

は 技術部サ ー バ ー で n a m e d とs e n d m a iI . q p o p p e rを

運用する方が管理上 か らも望ましい ｡ なお､
BI N D ′くッ

ケ ー ジは フリ ー ウェ アで提供され てい る｡

クセス 統計の 目的は､ ①発信する情報 の 有益性をアク

セ ス 先から評価する ②ネットワ ー ク へ の 伝送速度を適

切 に 保つ ため の 指針を得る ③w e b サ ー バ ー の 機能

監視 などで ､ 集計結果は W o b 上 で 共有する辛が出来

るo

- ウェ アで提供される｡ 和訳マ ニ ュ ア ル
･ F A Q などの情

報が w e b サ イトや ニ ュ
ー

ス グ ル
ー プで 発情 ･ 交換が行

われ
､
さまざまなノウハ ウ ､ トラブル 情報も公 開され て い

る｡



t e】n e t d

t el n e t d は
,
T C P/IP の標準 T E L N E T 仮想端末プ

ロトコ ルをサポ ー トするサ
ー バでF r e e B S D に標準

w u
- ft p d

ft p(fi一e t r a n sf e r p r ot o c ol) はリモ ー トとロ
ー カル ホ

ス トとの 間 で フ ァ イ ル 転送を行うプロ トコ ル 名で
､

:
r

u

e

3Pp

s

d

D

.民謡立 郎 ,7
限が可能 ②F T P の アクセス によるシス テム保護③

多摩ツ
ー

ル

P e rI

P e rl( P r a c ti c al E x t r a c ti o n a n d R e p o r t L a n g u a g e) は

L a 汀 Y W a = によっ て書か れたスクリプト言語で ､ さまざま

なツ
ー ル や W e b 上の 掲示 板などの C Gl を使っ たプロ グ

ラム で利用され てい る｡ その 特徴は ､ ①テ キスト走査の

最適化 ②デ ー タサ イズの 自由度 ③再帰が無制限 ④
シス テム 管理対応 ⑤Jくイナリデ ー タ対応 ⑥s e t u id に

よる安全性 ⑦モ ジュ
ー

ル 化が容易 ⑧多種の D B M 実

装 ⑨デバ ッ グ環境の 充実 などで ､ s e d ､ a w k ､
s h では

Vi

vi の 名前 の 由来は｢ V[ s u a りから来ており､
どの U NI X

にも標準 で 添付されるエ ディタで フリ
ー

ウェ ア で 提供さ

M u( e

M u [ e( M U L tili n g u a l E n h a n c e m e n t t o G N U E m a c s) は ､

G N U E m a c s に基づい て開発された多言語対応の 高機

能 エ ディタでフリ
ー ウェ ア で提供されて い る｡ 特徴として ､

① マ ル チウィン ド ②多言語 に対応③多国語の 文字入

力 法は m u l e 自身が捷供④フ ァ イル 入出力､ ス クリ ー

ン

C a n n a

m u[ e で 日本語入力を行う｢ か な漢字変換サ ー バ ー

｣ で

F r e e B S D で は M u J e + C a n n a / くッ ケ
ー ジとしてフリ ー ウェ

で実装されて いる｡

ユ
ー ザ ー の アクセス 可能ディ レクトリを制限 ④パ

ス ワ ー ドによる認証 ⑤ファ イ ルを圧縮または伸張

しながら転送可能⑥応答性や速度､ 負荷に優れる

などの 特徴を有し
､ 多く使われて いる｡

デ ー タ ー が大きくスピ ー ドが要求される場合や
､
C 言語

プロ グラム よりも手軽に 使 い たい ケ
ー

ス で利用される｡

また ､ 多種のプラットフォ
ー ム に 対応し､

P e rl 本休と日 本

語対応パ ッ チ ､ 和訳 マ ニ ュ ア ル
･

F A Q ､ 日本語文字 コ ー

ド変換など数多くの モ ジ ュ
ー

ル もフ リ ー で 提供され てい

る｡ 什矧 まW e b サ イトや ニ ュ
ー

ス グ ル
ー プで発信

･ 交換

が行われ ､ さまざまなノウ ハ ウ ､
トラブ ル 情報も公 開さ

れて いる｡

れる｡ フ ル ス クリ ー

ン エ ディタで動作が軽くシス テム 管理

などに使われる｡

表 示 ､ キ
ー ボ ー ド入力 ､ プロ セ ス 間通借 に つ い て 独立

にコ
ー ド系を設定 可能⑤sh ell コ マ ンドの 実行⑥メ

ー

ル

操作⑦ニ ュ
ー ス 操作 ⑧w 3 ライブラリで W W W ブラウザ

機能を実現 ⑨Li s p による機能拡張性 などを持つ Q

アで捷供されてい る｡

fd

M S
-

D O S で使われ てい るfd を U N( X 上 で再現したファイ ル操作等を行うユ ー ティリティでフリ ー ウェ アで提供されるo

X f r e e 8 6 X W i n d o w

F r e e B S D でX W i n d o w を実現するウィンドウマ ネ ー ジャ 【nt e rf a c e)とマ ル チウイン ドウを可能 にする.

- でフリ
ー

ウェ アで提供されているo G U l( G r a ph i c a l U s e r

N e t s c a p e n a vig a t o r

x w i n d o w 上 で 動作する W W W ブラウザ でフリ
ー

ウェ アで提供されて いるo

4 . 今度の一計画
■

技術部の ネットワ
ー

ク環境とホ
ー ム ペ ー ジ( H P) に つ い て

今 ､ 出来ること

1 . ホ ー ム ペ ー ジ用ミラ
ー

サ
ー バ ー の 確保

｢ w w w . e n g . m i e
-

u . a c _j p
- 工 学部手務｣ の サ ー

J ( - に間借り｡

メリット‥｢ h tt p :// w w . e n g . m i e
-

u . a c .j p/ t e c h / ｣
- U R L がシン プル で不 変｡

2 . ホ ー ム ペ ー ジ 内容 の 充実を計る

3 . 新企画( 他技術部の 例: バ ー

チ ャ ル 技術相談室 ､ 議事録
･

委鼻会情報など)

4 . 未更新 ペ ー ジの 見直し

専用サ
ー バ ー

開設に 向けて

1 . サ
ー バ ー

用′くソコ ン の 取得
2 . ドメイン の 申請

･ 取得準備
3 . サ ー バ ー の 維持

･

管理方法の 習得

4 . 紹介した 個々 の ネッ トワ
ー クサ ー ビス の イン スト

ー

ル ･ 管理方法の 習得

5 . C G I
､
S S I などを利用したサ ー ビス(掲 示 板､

ス ケジ ュ
ー

ラなど) の 運用法と

設計､
プロ グラミング

技術部間 ､ 技術官相互 の ネットワ
ー

クを利用した情報交流に つ い て

技術研究会( 高エ ネル ギ
ー 加速器研究機横 目l I .3 .4

-

5) の インタ
ー

ネット技術討論会で他技術部との ネット

ワ
ー ク活用法と情報を収集する｡

-

3 4
-


